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オブジェクトの色を見分けるためのプログラム（100回測定） 名前（       ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①数えるための箱（Col）を作る。 

↑②100 回読み取る。 

③それぞれの色を何回見つけたか表示する。 

（時間がかかるので後で削除） 

④一番多く見つけた色を決める。 

アームを調整しました。 
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【解説】 

①オレンジ色の配列Col は色番号ごとに見つかった回数を整理するための箱（配列）です。 

②最初にCol を作って中身を削除し、カラーセンサーFの値を読み取り、それに２を足したものを

Col の色番号の場所として、１ずつ足していきます。（何回その色を見つけたか数えている。）それ

を100回繰り返します。 

③それぞれの箱を何回数えたか画面に表示する。 

④―１（色なし）の箱と０（黒）の箱を比べて、０の方が多かったら、Max（一番多く見つけた色）

を０にする。→０と１を比べて1の方が多かったらMaxを１にする。・・・繰り返して、一番多く

見つけた色をMaxにする。 

※ Maxの値によって動きを変えるプログラミングをすることで、見つけたオブジェクトの色に合わ

せた行動をさせることができる。 

※ 今回の講習会で終わるまで音を鳴らすブロックを入れるとBluetoothオフでは動作しないこと

が分かりました。 

  

黒色 0

紫色 1

青色 3

空色 4

緑色 5

黄色 7

赤色 9

白色 10

色なし -1

プログラム Col-List.llsp3 

https://drive.google.com/file/d/1JFEh7BB0ttsSan1xONT02Tn4vTEsyAYQ/view?

usp=sharing 

https://drive.google.com/file/d/1JFEh7BB0ttsSan1xONT02Tn4vTEsyAYQ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1JFEh7BB0ttsSan1xONT02Tn4vTEsyAYQ/view?usp=sharing
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【前回の続きから】緑の隣のオブジェクトを取りに行って、 

 

【注意】 

Col のマイブロックを省略して

います。 


